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第
一
条
中
「
進
展
」
の
下
に
「
又
は
当
該
河
川
が
接
続
す
る
河
川
の
状
況
若
し
く
は
当
該
都
市
部
を
流
れ
る
河
川

の
周
辺
の
地
形
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
の
特
殊
性
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
進
展
」
の
下
に
「
又
は
当
該
河
川
が
接
続
す
る
河
川
の
状
況
若
し
く
は
当
該
都
市
部
を
流
れ

る
河
川
の
周
辺
の
地
形
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
の
特
殊
性
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
に
よ
る
浸
水
（
以
下
「
都

市
洪
水
」
と
い
う
。）又
は
一
時
的
に
大
量
の
降
雨
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
下
水
道
そ
の
他
の
排
水
施
設
若
し
く
は

河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
に
当
該
雨
水
を
排
水
で
き
な
い
こ
と
」
を
「
又
は
雨
水
出
水
（
水
防
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
出
水
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
下
水
道
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
管
理
者
、
同
法
第
二
十
五
条
の
十
一
第
一
項
」
を
「
公
共

下
水
道
管
理
者
（
下
水
道
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
同
法
第
二

十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
九
条
」
を
「
第
三
十
条
」に
、「
第
十
条
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を「
第
四
十
四
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
八

号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
七
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

第
四
号
の
区
域
に
お
け
る
土
地
の
利
用
に
関
す
る
事
項

十
二

第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貯
留
機
能
保
全
区
域
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
浸
水
被
害

防
止
区
域
の
指
定
の
方
針

第
四
条
第
二
項
第
六
号
中
「
行
う
」
の
下
に
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
そ
の
他
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
整
備
計
画
の
同
項
の
認
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項

第
四
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中

「
都
市
洪
水
又
は
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
号
の
降
雨
が
生
じ
た
場
合
に
都
市
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深

（
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
都
市
浸
水
想
定
」
と
い
う
。）

第
四
条
第
二
項
中
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

計
画
期
間

第
四
条
第
九
項
中
「
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二

項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

河
川
管
理
者
等
は
、
流
域
水
害
対
策
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
定
期
的
に
、
流
域
水
害
対
策
計
画
に
基
づ
く
措

置
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
評
価
を
行
い
、
流
域
水
害
対
策
計
画
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
七
項
中
「
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

河
川
管
理
者
等
は
、
流
域
水
害
対
策
計
画
の
う
ち
第
二
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
（
特
定
都
市
河
川
流
域
に
お

い
て
地
方
公
共
団
体
が
行
う
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
が
作
成
す
る
案
に
基
づ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
六
項
中
「
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
二
項
第
五
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
定
め
よ
う
と
す
る
」
を
「
定
め
る
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
定
め
よ
う
と
す
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
特
定
都
市
河
川
流
域
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町

村
に
お
け
る
緑
地
に
関
す
る
施
策
（
当
該
緑
地
に
お
け
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
そ
の
他
当
該
緑
地
が
有
す

る
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
又
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能
を
確
保
し
又
は
向
上
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

て
、
浸
水
被
害
の
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章
及
び
第
五
章
の
章
名
を
削
る
。

第
四
十
二
条
中
「
第
十
六
条
第
三
項
又
は
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
三
項
、第
三
十
八
条
第
一
項
」

に
改
め
、「
限
る
。）」
の
下
に
「
、
第
六
十
二
条
第
三
項
、
第
六
十
五
条
又
は
第
七
十
一
条
第
四
項
」
を
加
え
、
同
条

を
第
八
十
九
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
前
三
条
」
を
「
第
八
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
八
条
と
す
る
。

第
四
十
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十

七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
削
り
、「
者
」
を
「
と
き
。」に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
第
五
項
（
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
五
項
（
第
四
十
五
条
第

二
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
四
十
三
条
又
は
第
七
十
五
条
」

に
改
め
、「
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
、」を
削
り
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加

え
る
。

四

第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
て
、
第
四
十
六
条
第
一
項
本
文
又
は
第
五
十
五
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

五

第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
四
十
条
を
第
八
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条

第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為

を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
第

九
条
又
は
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条

第
二
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、同
条
第
三
号
中「
第

二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
一
項
又
は
第
七
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条

第
四
号
中
「
第
三
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
七
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
を
第
八
十

五
条
と
す
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に
違
反
し
た
」
を
「
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
四
十
一
条
第
一
項
又
は
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
特
定
開
発
行
為
を
し
た
と
き
。

三

第
六
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
第
五
十
七
条
第
一
項
の
制
限
用
途
の
建
築
物
の
建
築
を
し
た
と
き
。

四

第
六
十
六
条
又
は
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
特
定
建
築
行
為
を
し
た
と
き
。

第
三
十
八
条
を
第
八
十
四
条
と
す
る
。

第
六
章
の
章
名
を
削
る
。

第
三
十
七
条
第
一
号
中
「
同
条
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
四
項
か
ら
第
十
項
ま
で

（
同
条
第
十
二
項
」
に
、「
並
び
に
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
七
十
七
条
第
一
項
」
に
、「（
第
三
十
四
条

第
一
項
」
を「（
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
同
条
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
同
条
第
九
項
」を「
同

条
第
四
項
か
ら
第
十
項
ま
で
（
同
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を

付
す
る
。第

五
章

罰
則

第
三
十
六
条
を
第
八
十
二
条
と
し
、
第
三
十
五
条
を
第
八
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
中
「
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
」
を
「
立
ち
入
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
四
条
第
六
項
中
「
使
用
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
使
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
七
条
と
し
、
同
条

の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
河
川
管
理
者
及
び
下
水
道
管
理
者
の
援
助
等
）

第
七
十
八
条

河
川
管
理
者
及
び
下
水
道
管
理
者
は
、
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貯
留
機
能
保
全
区
域
の

指
定
を
し
よ
う
と
す
る
同
項
の
都
道
府
県
知
事
等
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
浸
水
被
害
防
止
区
域

の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す

る
。

２

河
川
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
河
川
法
第
五
十
八

条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
河
川
協
力
団
体
に
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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